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論文題目 健常者および慢性腰痛者における股関節伸展時の腰椎骨盤運動制御  
 
腰痛の生涯有病率は，60～90％と報告され，国民生活基礎調査によると，自覚症状が
ある者（有訴者）の症状では腰痛が，男性1000人中92.2人で第1位，女性は1000人中
118.2人で第2位であった．また欧米の腰痛における医療費は900億ドルで，世界的に腰痛
対策および予防法の確立は急務である． 
腰椎骨盤の安定性は，椎体，椎間板，椎間関節，靭帯などの他動サブシステムと筋によ
る自動サブシステム，そして筋群の制御を行う神経コントロールサブシステムの3つによ
り獲得される．この腰椎骨盤の安定性の低下は，神経組織の圧迫や伸張，また靱帯および
疼痛感受性組織に異常な変化をもたらし腰痛や腰痛の再発の原因になると報告されている． 
従って腰椎骨盤の安定性低下の原因究明やその治療方法の確立は重要である． 
腰椎骨盤の安定性のための試験や訓練では，腹臥位での股関節伸展運動が報告されてお
り，股関節伸展運動中の腰椎骨盤を中間位に保持する能力とその際の筋の活動パターンが
評価される．腰痛者では股関節伸展に伴い腰椎骨盤の過剰な動きが生じ，腰部の反復微細
損傷につながり腰痛の悪化や再発の原因になる． そのため股関節伸展運動中の腰椎骨盤
の安定性を向上させる訓練の検討は重要である．しかしながら股関節伸展時に効率的に腰
椎骨盤を安定化させる方法については十分に明らかとなっていない．また股関節伸展時の
腰椎骨盤の動きに関与する筋の活動パターンが，健常者と腰痛者で異なるかどうかは明ら
かとなっていない． 
本研究の目的は，股関節伸展時の腰椎骨盤の安定化機序を明らかにし，腰痛者における
股関節伸展時の腰椎骨盤の安定性を向上させる訓練方法を検討することである． 
第 1章では，腹臥位での股関節伸展運動において abdominal hollowingと abdominal 
bracingの腰椎骨盤の安定化手技の違いが，脊椎の動きと体幹筋活動に与える影響につい
て調査し，効率的に腰椎骨盤を安定化させる方法を検討した．股関節伸展時の腰椎骨盤の
動きは，何も意識しない状態よりも abdominal hollowingと abdominal bracingで抑制
されるが abdominal hollowingと abdominal bracing間では変化を認めなかった．また
abdominal hollowingは abdominal bracingよりもグローバル筋群である外腹斜筋の活動
が低かった．これらの結果から下肢運動中に abdominal hollowingを実施することは，効
率よく腰椎骨盤を安定化させることが明らかとなった． 
第 2章では，健常者と慢性腰痛者における腹臥位での股関節伸展運動時の筋活動開始時
間を測定し差の有無を明らかにした．健常者の脊柱起立筋と多裂筋はフィードフォワード
プログラムにより制御されており，腰椎骨盤の安定性向上のために下肢の動きを予想して
脊柱起立筋と多裂筋が活動することが示唆された．また慢性腰痛者は腰椎骨盤の安定化筋
である多裂筋や脊柱起立筋の活動開始が健常者よりも遅延することが明らかとなった．こ
の結果から多裂筋と脊柱起立筋の活動遅延は，過剰な腰椎骨盤の動きを誘発し，腰椎骨盤
の安定性を低下させると推察された． 
第 3章では，慢性腰痛者において股関節伸展時の筋活動開始時間が腰部の臨床不安定性
に関与するかを検討した．股関節伸展時の両側の多裂筋と脊柱起立筋の活動遅延は，腰部
の臨床不安定性の指標である prone instability testの陽性の結果と相関し，腰椎骨盤の安
定性の低下に関与していた．このことから腰部多裂筋と脊柱起立筋の活動遅延を改善する
ことで腰部の安定性が向上すると示唆された．また体幹筋の活動開始時間の遅延は，腰痛
の再発の原因になることからも，腰部の臨床不安定性を有する腰痛者では，遅延した筋の
活動開始時間の改善を意図した介入を実施する必要性が示唆された． 
総合考察では腰痛者における股関節伸展時の多裂筋の活動遅延を改善させる方法につい
て考察し，多裂筋の選択的な活動が活動遅延を改善すると推察した．多裂筋の選択的な活
動は，腹横筋・骨盤底筋を収縮させることで獲得されることが報告されているため腹横
筋・骨盤底筋の同時収縮と筋電図バイオフィードバック療法を用いることで可能になると
考えられた．また多裂筋を選択的に活動させる能力の獲得後は，四肢の運動時や日常生活
動作中の腰椎の反復微細損傷を防止するために腰椎骨盤が中間位に維持する訓練を行う必
要性があり，abdominal hollowingによる腰椎骨盤の安定化手技を実施しながらの股関節
伸展運動などの実施が望ましいと考えられた．  
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